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令和２年度の授業について（お知らせ） 

 

春分の候 皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より本校の教育活

動にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 さて、北海道において新型コロナウイルスの感染拡大防止のために打ち出された「緊急事態宣言」が 3

月 19日（金）に解除となりましたが、道内の感染者数は 200 人弱と微増とはいえ、依然として収束を見通

せない状況です。感染拡大防止と生徒の安全を最優先とするという観点から、新学期については 3月末に

発出されました「学校等の再開に当たっての留意事項」を踏まえまして、本校においては次のとおり「三

密（密閉・密集・密接）」を可能な限り避けるよう、対応いたしますので、ご理解とご協力のほど宜しく

お願いいたします。 

 なお、全国的な情勢は日を追うごとに変化していきます。対応の変更等が生じる際は、電話等によりご

連絡するとともに、その内容を本校ホームページに掲載いたしますのでご確認願います。 

 

記 

 

１ 基本的な感染予防対策について 

（１）毎朝自宅にて検温し「健康観察シート」に記録します。登校時、生徒の健康状態を教職員が確認し

ます。 

（２）手洗い・咳エチケットを徹底し、飛沫を飛ばさぬよう、できる限りマスク着用をお願いします。 

（３）教室内温度を管理し、２方向の１つ以上の窓を開け、休み時間ごとに換気を行います。 

（４）校舎等の消毒は、高頻度接触面を中心に、毎日の清掃時間等定期的に実施いたします。 

 

２通学について 

バスを利用する場合は、車内では可能な限りマスクを着用し、できるだけ席を離すなどスペースを十分

に確保してください。 

 

３ 授業の実施に関すること 

机を向かい合わせにしてのグループ活動など、コミュニケーションを中心とした授業形態を短時間に工

夫するなど指導方法を変容します。 

 

４ 食事について 

（１）食事中は、ハンカチ等を準備し、いつでも使用できるように咳エチケットを徹底します。 

（２）他者に飛沫を飛ばさないよう、向かい合わせにしないようにします。 

 

５ 部活動について（再開については指示を出します） 

（１）屋内の活動場所の換気をこまめに行います。 

（２）更衣室など時間差で使用するなど、狭い空間での接触は避けるようにします。 

（３）水分補給などのボトルは個人で用意し、回し飲みはしないようにします。 

（４）接近した状況でのミーティングを避けます。 

（５）身体接触をできる限り避けるような、練習方法を工夫します。 

 



６ 欠席について 

（１）生徒の感染が判明した場合、治癒するまでの間「出席停止」となります。 

（２）生徒が濃厚接触者となった場合、14日間の「出席停止」となります。 

（３）生徒と同居する家族が濃厚接触者となった場合、当該濃厚接触者の健康状態の観察が終了するまで

の間、「出席停止」となります。 

（４）生徒に発熱等の風邪症状が見られるときは「出席停止」として取り扱います。 

（５）基礎疾患等がある生徒が、登校すべきではないと判断された場合、「校長が出席しなくてもよいと

認めた日」として取り扱います。 

 

７ その他 

（１）父母と教師の会及び学校後援会総会について 

４月８日に予定しておりました標記の件につきまして、今般の感染症拡大防止の観点より中止せざ

るを得ない状況であると判断いたしました。今年度につきましては、会員の皆様の委任状を以て５月

に開催を予定されている父母と教師の会役員会の場において、議事を承認させていただきます。 

なお、総会中止に当たり本日連絡票にて出席としてくださり、本来の日程にご都合を付けていただ

いた方々には、お詫び申し上げるとともに、本事情を踏まえまして、どうぞご理解ご協力のほど宜し

くお願いいたします。 

 

（２）各学校等における教育活動の再開へ向けたマスクの準備について【保護者メッセージ（全文）】 

 

 

  現在、本道においては、新型コロナウイルス感染症は一定程度、新規感染者の増加を抑えられて 

 いるものの、依然として流行は収束しておらず、憂慮すべき状態が続いております。 

   こうした中、新学期からは学校を再開することとなりますが、子どもたちを感染のリスクから 

 守るために、各ご家庭においては、引き続き、お子様の朝晩の体温測定を行っていただくほか、 

 風邪等の症状がある場合は学校を休ませるようご配慮をお願いします。 

   また、学校において、授業をはじめとする様々な活動を安全に実施する上で、感染拡大のリスクを 

 高める環境（①換気の悪い密閉空間、②人が密集している、③近距離での会話や発声が行われる、 

 という３つの条件が同時に重なった場）を極力避けるため、こまめな換気や手洗いの徹底は 

 もとより、咳エチケットを確実に行うために、学校の教職員を含む全員がマスクをして学校生活を 

 送ることが重要であると考えております。 

   つきましては、お子様のマスクの着用にご協力いただくとともに、市販のマスクが手に入りづらい 

 状況が続いていることから、保護者の皆様には、各ご家庭やＰＴＡ活動等の中で、手作りマスクの 

 作成や学校への寄附にご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 【参考】（「子供の学び応援サイト」文部科学省） 

 ○ やってみよう！新型コロナウイルス感染症対策 みんなでできること 

   https://youtu.be/219-0tHGje8 

 ○ 手作りマスクの作成方法 

   https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/mext_00460.html 

 ○ 布製マスクの洗い方 

   https://www.meti.go.jp/press/2019/03/20200319009/20200319009.html 

 

  令和２年３月 27日 

 

                               北海道教育委員会教育長 佐 藤 嘉 大 

 

 

※問い合わせ 0163-62-1169 教頭まで 


